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主な内容
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発行 / 上尾市議会
編集 / 議会報編集委員会
〒362-8501
埼玉県上尾市本町3-1-1
電話 048-775-9467

令和２年（2020）
12月号

今年も残すところ、あとわずか！
　自然学習館で開催した、どんぐりカレンダー教室。思い思い
に選んだ色で、どんぐりに日にちを書いた後は、公園内で集め
た木の実などで周りをデコレーションしました。毎月どんぐり
を貼り替えて、森の自然を感じられるすてきな万年カレンダー
が出来上がりました。新しい年を迎えるのも、楽しみになりま
すね！
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Pick
 Up

※その他の議案や議決結果については、5ページ「令和2年9月定例会提出議案とその結果」をご参照
　ください。

令和２年９月定例会

審議された主な議案
９月定例会で審議した議案は、市長提
出議案（追加提出議案を含む）26件、議
員提出議案8件、委員会提出議案１件の
計35件で、このうち34件を原案のとお
り可決・同意・認定し、１件を否決しま
した。

AGEO CITY No.196令和２年 12 月号 / 議会だより

議案第75号　令和2年度上尾市一般会計補正予算（第6号）　歳入歳出補正額 12億277万2000円
議案第94号　令和2年度上尾市一般会計補正予算（第7号）　歳入歳出補正額 1億5648万円

９
月
定
例
会
の
動
き

９
月
定
例
会
の
動
き

９
月
１
日

９
月
１
日開

会
、
市
長
提
出
議
案
の
上

程
お
よ
び
説
明
、
監
査
報
告

本
会
議

提
出
議
案
に
対
す
る
質
疑
、議
案
第

90~

93
号
の
討
論
、採
決
、決
算
特

別
委
員
会
の
設
置
、委
員
会
付
託

決
算
特
別
委
員
会

委
員
会

９
月
４
日

９
月
４
日

本
会
議

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

９
月
10・11
日
、14
〜
18
日

９
月
10・11
日
、14
〜
18
日

委
員
会

総
務
・
都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

９
月
７
日

９
月
７
日

委
員
会

文
教
経
済
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

９
月
8
日

９
月
8
日

委
員
会

政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会

追
加
議
案
の
上
程
お
よ
び
説

明
、
質
疑

９
月
９
日

９
月
９
日

委
員
会

９
月
23
〜
25
日
、28
・
29
日

９
月
23
〜
25
日
、28
・
29
日

９
月
30
日

９
月
30
日

10
月
5
日

10
月
5
日

本
会
議

本
会
議

委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
、
議
員
提

出
議
案
お
よ
び
委
員
会
提
出
議
案
の

上
程
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

本
会
議

委
員
会

主な事業

子どもと高齢者のインフルエンザ予防接種費用を助成
２億8374万9000円

子ども▶罹患率の高い1歳児から中学3年生までの子ども
を対象に、令和3年1月31日（日）までの間、自己負担額
1500円を超える額を基本として助成。

高齢者▶重症化リスクの高い65歳以上の人などを対象
に、令和2年12月31日（木）までの間、無償で接種を受ける
ことができるよう自己負担額を助成。

PCR 検査センターなどへ
追加の支援を実施　　　　　　　　　　　　　　　
921万2000円

▶PCR検査センターや市内医療機関に、医療用ガウンや
　フェイスシールドなどを提供。

小・中学校や子育て施設の
感染拡大防止策の充実
1億4467万2000円

▶市内小・中学校、保育所、放課後児童クラブなどで
　必要な消毒液やマスクなどの購入を支援。

4億2923万6000円
▶市内消費の活性化を図るため、商工会議所が実施するプレミアム付
　商品券の発行とキャッシュレス決済ポイント還元事業に対して補助。

新生児にも10万円を給付
1億6098万8000円

▶令和2年4月28日から令和3年4月1日までに生まれた
　新生児に対して10万円を給付。

プレミアム付商品券の発行・
キャッシュレス決済ポイントの還元を実施

新型コロナウイルスとインフルエンザ対策などを含む補正予算案を可決



3

AGEO CITYNo.196令和２年 12 月号 /議会だより

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
市
と
県
と
の
助
成
に
よ
り
、
65

歳
以
上
の
自
己
負
担
が
無
料
に
な
っ
た

こ
と
は
評
価
す
る
。
市
民
へ
の
周
知
と

親
切
で
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

上
尾
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

賛
成 

▼ 

政
策
・
市
民
の
声　

市
長
な
ど

の
遵
守
す
べ
き
政
治
倫
理
基
準
を
市
民

に
示
し
、
市
民
の
調
査
請
求
権
な
ど
を

定
め
る
本
議
案
は
、
監
視
を
強
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
体
制
を
早

急
に
整
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

賛
成 

▼ 

無
会
派（
津
田
）
市
長
と
議
会

と
が
手
を
取
り
合
い
、
不
断
の
努
力
に

よ
り
完
全
な
も
の
に
近
づ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
正
で
公
平
な
透

明
性
の
高
い
市
政
へ
の
偉
大
な
一
歩
だ

っ
た
と
言
え
る
よ
う
、
検
証
と
改
善
を

重
ね
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
議

案
第
83
・
84
・
85
号
）

反
対 

▼ 

無
会
派（
秋
山
）
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
き

て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
や

り
方
に
反
対
す
る
。
ま
た
、
消
費
生
活

相
談
の
窓
口
の
移
転
先
に
つ
い
て
、
訪

れ
る
人
が
不
便
な
境
遇
に
な
る
こ
と
か

ら
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

賛
成 

▼ 

共
産
党　

高
齢
者
な
ど
に
対
す

る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

賛
成 

▼ 

政
策
・
市
民
の
声　

子
育
て
世

代
の
生
活
を
支
え
る
施
策
、
医
療
機
関

の
負
担
軽
減
策
、
市
内
事
業
者
へ
消
費

の
活
性
化
に
よ
る
支
援
策
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

賛
成 

▼ 

共
産
党　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本

的
拡
充
、子
ど
も
へ
の
予
防
接
種
助
成
、

４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
へ

の
定
額
給
付
金
の
支
給
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
命
と
暮
ら

し
、
営
業
を
守
る
支
援
に
つ
い
て
賛
成

す
る
。

賛
成 

▼ 

公
明
党　

新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
は
、
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象
外

で
あ
っ
た
新
生
児
に
対
し
10
万
円
の
給

付
が
な
さ
れ
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

と
な
り
、
消
毒
液
を
保
育
所
な
ど
へ
支

援
す
る
事
業
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
に

有
効
で
あ
る
。

反
対 

▼ 

無
会
派（
秋
山
）　

プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
な
ど
を
、
商

工
会
議
所
に
全
て
実
施
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
電
子
決
済
に
つ
い
て

種
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
今
後
予
想
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

３
波
に
向
け
て
、
命
と
暮
ら
し
、
営
業

を
守
る
大
き
な
支
援
と
な
る
施
策
に
賛

成
す
る
。

賛
成 

▼ 

公
明
党　

高
齢
者
に
対
す
る
季

し
た
方
は
対
象
外
と
し
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉
準
用
河
川
浅
間
川
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
当
該
地
域
の
浸
水
被
害

解
消
を
目
的
と
し
て
、
護
岸
に
関
す
る

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

委
員　
さ
い
た
ま
市
と
の
境
を
通
っ
て

い
る
が
、
工
事
の
負
担
割
合
は
。

答　
さ
い
た
ま
市
と
の
工
事
負
担
割
合

は
半
分
ず
つ
で
あ
る
。

委
員　
過
去
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
て
い
る
の
か
。

答　
昨
年
は
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
周
辺

農
地
で
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉　
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的

な
市
政
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
市
長
な

ど
が
そ
の
権
限
な
ど
を
不
正
に
行
使
し

て
自
己
ま
た
は
特
定
の
者
の
利
益
を
図

る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
。

委
員　
審
査
会
の
委
員
の
選
任
方
法
は
。

答　
法
令
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す

　
総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら

令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
に
対
し
て
10
万
円
を
給
付
す

る
も
の
。

委
員　
他
市
で
は
、
保
護
者
が
４
月
27

日
時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
条
件
の
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
要
件
は
な
い
か
。

答　
検
討
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
引
く
中
で
、

申
請
期
間
内
に
転
入
し
、
出
生
す
る
方

に
つ
い
て
も
、
対
象
と
し
て
い
く
。

委
員　

上
尾
市
で
住
民
登
録
は
し
た

が
、
す
で
に
転
出
し
た
方
は
対
象
外
か
。

答　
上
尾
市
で
今
後
も
生
活
す
る
で
あ

ろ
う
方
を
対
象
と
考
え
た
た
め
、
申
請

時
ま
で
住
ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
、

上
尾
市
で
出
生
し
た
が
、
途
中
で
転
出

る
者
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
直
接
依

頼
す
る
の
で
な
く
、
弁
護
士
会
な
ど
の

団
体
を
通
じ
て
推
薦
し
て
も
ら
い
、
議

案
審
議
を
受
け
る
こ
と
で
、
公
平
な
選

出
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
市
内
消
費

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
（
１
０
０
０
円
の
13
枚
つ
づ

り
）
を
１
冊
１
万
円
で
販
売
す
る
も
の
。

委
員　
商
品
券
販
売
に
よ
る
消
費
喚
起

の
効
果
と
購
入
上
限
の
考
え
方
は
。

答　
前
回
実
施
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
商
品
券
が
き
っ
か
け
と
な
り
消

費
さ
れ
た
額
が
約
１
億
円
で
あ
っ
た
な

ど
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
発
行
冊
数
を
前
回
よ
り
も
増
や
し

て
９
万
冊
と
し
、
前
回
約
３
万
件
の
応

募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
が

使
え
る
よ
う
に
、
１
人
当
た
り
３
冊
ま

で
の
購
入
上
限
と
し
た
。

　
委
員
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

補
助
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
上
尾
商

工
会
議
所
の
職
員
を
参
考
人
と
し
て
招

致
し
た
い
と
の
動
議
が
出
さ
れ
成
立
し

た
た
め
、地
域
経
済
・消
費
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取

し
た
。

都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

契約締結
準
用
河
川
浅
間
川
の
護
岸
を
工
事

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

補正予算
新
生
児
臨
時
特
別
定
額
給
付
金
を

給
付

委
員
会
審
査
か
ら

文
教
経
済
常
任
委
員
会

補正予算
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

総
務
常
任
委
員
会

条例制定
上
尾
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
を

制
定

参
考
人
招
致
の
動
議

会派と委員会などの変更

【上尾同志会所属議員（７人）】 深山孝（代表者）、 
田島純、 原田嘉明、 尾花瑛仁、 新道龍一、 田中
一崇、 渡辺綱一
【彩の会所属議員（3人）】 小川明仁（代表者）、 
星野良行、 大室尚

　８月14日付で、新会派「上尾同志会」が結成
されました。また同日付で、「彩の会」に小川明
仁議員が加入しました。

　８月24日付で、議会運営委員会委員が新道
龍一議員から田中一崇議員に変更となりまし
た。同日付で、議会報編集委員会委員が原田嘉
明議員から星野良行議員に変更となりました。
　８月25日付で、政治倫理条例制定特別委員
長が星野良行議員から浦和三郎議員に変更と
なり、副委員長に小川明仁議員および深山孝議
員が選出されました。
　８月27日付で、議会運営委員長が星野良行
議員から前島るり議員に変更となりました。

会派の変更会派の変更

委員会などの変更委員会などの変更
・

・

・
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節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
市
と
県
と
の
助
成
に
よ
り
、
65

歳
以
上
の
自
己
負
担
が
無
料
に
な
っ
た

こ
と
は
評
価
す
る
。
市
民
へ
の
周
知
と

親
切
で
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

上
尾
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

賛
成 

▼ 

政
策
・
市
民
の
声　

市
長
な
ど

の
遵
守
す
べ
き
政
治
倫
理
基
準
を
市
民

に
示
し
、
市
民
の
調
査
請
求
権
な
ど
を

定
め
る
本
議
案
は
、
監
視
を
強
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
体
制
を
早

急
に
整
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

賛
成 

▼ 

無
会
派（
津
田
）
市
長
と
議
会

と
が
手
を
取
り
合
い
、
不
断
の
努
力
に

よ
り
完
全
な
も
の
に
近
づ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
正
で
公
平
な
透

明
性
の
高
い
市
政
へ
の
偉
大
な
一
歩
だ

っ
た
と
言
え
る
よ
う
、
検
証
と
改
善
を

重
ね
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
議

案
第
83
・
84
・
85
号
）

反
対 

▼ 

無
会
派（
秋
山
）
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
き

て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
や

り
方
に
反
対
す
る
。
ま
た
、
消
費
生
活

相
談
の
窓
口
の
移
転
先
に
つ
い
て
、
訪

れ
る
人
が
不
便
な
境
遇
に
な
る
こ
と
か

ら
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

賛
成 

▼ 

共
産
党　

高
齢
者
な
ど
に
対
す

る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

賛
成 

▼ 

政
策
・
市
民
の
声　

子
育
て
世

代
の
生
活
を
支
え
る
施
策
、
医
療
機
関

の
負
担
軽
減
策
、
市
内
事
業
者
へ
消
費

の
活
性
化
に
よ
る
支
援
策
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

賛
成 

▼ 

共
産
党　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本

的
拡
充
、子
ど
も
へ
の
予
防
接
種
助
成
、

４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
へ

の
定
額
給
付
金
の
支
給
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
命
と
暮
ら

し
、
営
業
を
守
る
支
援
に
つ
い
て
賛
成

す
る
。

賛
成 

▼ 

公
明
党　

新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
は
、
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象
外

で
あ
っ
た
新
生
児
に
対
し
10
万
円
の
給

付
が
な
さ
れ
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

と
な
り
、
消
毒
液
を
保
育
所
な
ど
へ
支

援
す
る
事
業
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
に

有
効
で
あ
る
。

反
対 

▼ 

無
会
派（
秋
山
）　

プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
な
ど
を
、
商

工
会
議
所
に
全
て
実
施
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
電
子
決
済
に
つ
い
て

種
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
今
後
予
想
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

３
波
に
向
け
て
、
命
と
暮
ら
し
、
営
業

を
守
る
大
き
な
支
援
と
な
る
施
策
に
賛

成
す
る
。

賛
成 

▼ 

公
明
党　

高
齢
者
に
対
す
る
季

し
た
方
は
対
象
外
と
し
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉
準
用
河
川
浅
間
川
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
当
該
地
域
の
浸
水
被
害

解
消
を
目
的
と
し
て
、
護
岸
に
関
す
る

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

委
員　
さ
い
た
ま
市
と
の
境
を
通
っ
て

い
る
が
、
工
事
の
負
担
割
合
は
。

答　
さ
い
た
ま
市
と
の
工
事
負
担
割
合

は
半
分
ず
つ
で
あ
る
。

委
員　
過
去
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
て
い
る
の
か
。

答　
昨
年
は
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
周
辺

農
地
で
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉　
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的

な
市
政
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
市
長
な

ど
が
そ
の
権
限
な
ど
を
不
正
に
行
使
し

て
自
己
ま
た
は
特
定
の
者
の
利
益
を
図

る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
。

委
員　
審
査
会
の
委
員
の
選
任
方
法
は
。

答　
法
令
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す

　
総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら

令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
に
対
し
て
10
万
円
を
給
付
す

る
も
の
。

委
員　
他
市
で
は
、
保
護
者
が
４
月
27

日
時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
条
件
の
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
要
件
は
な
い
か
。

答　
検
討
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
引
く
中
で
、

申
請
期
間
内
に
転
入
し
、
出
生
す
る
方

に
つ
い
て
も
、
対
象
と
し
て
い
く
。

委
員　

上
尾
市
で
住
民
登
録
は
し
た

が
、
す
で
に
転
出
し
た
方
は
対
象
外
か
。

答　
上
尾
市
で
今
後
も
生
活
す
る
で
あ

ろ
う
方
を
対
象
と
考
え
た
た
め
、
申
請

時
ま
で
住
ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
、

上
尾
市
で
出
生
し
た
が
、
途
中
で
転
出

る
者
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
直
接
依

頼
す
る
の
で
な
く
、
弁
護
士
会
な
ど
の

団
体
を
通
じ
て
推
薦
し
て
も
ら
い
、
議

案
審
議
を
受
け
る
こ
と
で
、
公
平
な
選

出
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
メ
モ
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
市
内
消
費

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
（
１
０
０
０
円
の
13
枚
つ
づ

り
）
を
１
冊
１
万
円
で
販
売
す
る
も
の
。

委
員　
商
品
券
販
売
に
よ
る
消
費
喚
起

の
効
果
と
購
入
上
限
の
考
え
方
は
。

答　
前
回
実
施
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
商
品
券
が
き
っ
か
け
と
な
り
消

費
さ
れ
た
額
が
約
１
億
円
で
あ
っ
た
な

ど
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
発
行
冊
数
を
前
回
よ
り
も
増
や
し

て
９
万
冊
と
し
、
前
回
約
３
万
件
の
応

募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
が

使
え
る
よ
う
に
、
１
人
当
た
り
３
冊
ま

で
の
購
入
上
限
と
し
た
。

　
委
員
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

補
助
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
上
尾
商

工
会
議
所
の
職
員
を
参
考
人
と
し
て
招

致
し
た
い
と
の
動
議
が
出
さ
れ
成
立
し

た
た
め
、地
域
経
済
・消
費
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取

し
た
。

討 
論

AGEO CITY No.196令和２年 12 月号 / 議会だより

議会改革特別委員会を設置議会改革特別委員会を設置
　議会では、委員10人で構成する議
会改革特別委員会を設置しました。今
後、議会の機能をより充実・発展させ
ていくために、同委員会により協議を重
ねていきます。なお、構成委員は次のと
おりです。

※議席番号順

尾花　瑛仁
鈴 木 　 茂
原田　嘉明
轟 　 信 一
新道　龍一
小川　明仁
井上　智則
樋 口 　 敦
戸野部直乃
池田　達生

（上尾同志会）

（政策・市民の声）

（上尾同志会）

（共産党）

（上尾同志会）

（彩の会）

（公明党）

（政策・市民の声）

（公明党）

（共産党）

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

　10月29日、「随意契約に関
する調査報告」について全員協
議会を開催しました。
　これは、令和元年6月定例会
で発覚した「小敷谷地内フェン
スブロック擁壁撤去・新設工
事」に係る不適切な対応を受
け、執行部が全庁的に分割発注
の実態を調査した結果について
報告を受けたものです。
　会議では、調査結果の内容や
調査の妥当性、チェック体制な
どについて質疑し、詳細な資料
の提出を求めました。

全員協議会を開催

※随意契約に関する調査報
告は市ホームページからご
覧いただけます。
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議 案 第69号

議 案 第70号

議 案 第71号

議 案 第72号

議 案 第73号

議 案 第74号

議 案 第75号
議 案 第76号

議 案 第77号
議 案 第78号

議 案 第79号

議 案 第80号

議 案 第81号

議 案 第82号

議 案 第83号

議 案 第84号

議 案 第85号

平成31年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認定
について
平成31年度上尾市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について
平成31年度上尾市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について
平成31年度上尾市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について
平成31年度上尾市水道事業会計決算の認定につ
いて
平成31年度上尾市公共下水道事業会計決算の認
定について
令和２年度上尾市一般会計補正予算（第６号）
令和２年度上尾市介護保険特別会計補正予算（第
２号）
上尾市長等政治倫理条例の制定について
上尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例及び上尾市家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について
上尾市租税特別措置法関係手数料徴収条例の一部
を改正する条例の制定について
上尾市介護予防・生活支援サービス事業手数料条
例の一部を改正する条例の制定について
町の区域を新たに画することに伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について
工事請負契約の締結について【防災行政無線デジ
タル化更新工事】
工事請負契約の締結について【コミュニティセン
ター大規模改造工事（建築工事）】
工事請負契約の締結について【コミュニティセン
ター大規模改造工事（機械設備工事）】
工事請負契約の締結について【コミュニティセン
ター大規模改造工事（電気設備工事）】

◎委員会提出議案（１件）

◎議員提出議案（8件）

◎市長提出議案（26件）
議 案 第86号

議 案 第87号

議 案 第88号
議 案 第89号
議 案 第90号
議 案 第91号
議 案 第92号
議 案 第93号
議 案 第94号

委第１号議案

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

議第15号議案

議第16号議案

議第17号議案

議第18号議案
議第19号議案

工事請負契約の締結について【浅間川都市下水路
改修工事】
工事請負契約の締結について【準用河川浅間川護
岸工事】
市道路線の認定について
市道路線の廃止について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
教育委員会委員の任命について
監査委員の選任について
令和2年度上尾市一般会計補正予算（第7号）

上尾市議会議員政治倫理条例の制定について

緊急防災・減災事業債の期間延長等を求める意見
書
大規模自然災害に備えた早急な治水対策を求め
る意見書
防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める
意見書
北朝鮮による日本人拉致被害者の即時帰国と真相
究明・再発防止を求める意見書
地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意
見書
子どもたちの学び、心身のケア、安心安全な教育
環境を保障するために少人数学級の実施を求める
意見書
核兵器禁止条約に参加することを求める意見書
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書

令和２年９月定例会提出議案とその結果 ※詳しくは市議会ホームページの
　「議案」をご覧ください。

◎本議会において賛否が分かれた議案 ※一覧に掲載されていない議案は、全会一致で可決。
※○＝賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。　

議案
番号

議決
結果

議案第 69 号
議案第 70 号
議案第 75 号
議案第 83 号
議案第 84 号
議案第 85 号
議第 15 号議案
議第 16 号議案
議第 18 号議案

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案否決

田
島　

純

原
田
嘉
明

尾
花
瑛
仁

新
道
龍
一

田
中
一
崇

渡
辺
綱
一

深
山　

孝

樋
口　

敦

荒
川
昌
佑

矢
口
豊
人

海
老
原
直
矢

鈴
木　

茂

浦
和
三
郎

井
上　

茂

轟　

信
一

新
藤
孝
子

戸
口
佐
一

池
田
達
生

平
田
通
子

井
上
智
則

戸
野
部
直
乃

前
島
る
り

長
沢　

純

道
下
文
男

小
川
明
仁

星
野
良
行

大
室
尚

津
田
賢
伯

佐
藤
恵
理
子

秋
山
か
ほ
る

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

×

×

×

×

×

○

議　

長

上尾同志会 政策・市民の声 共産党 無会派彩の会公明党

人事案件に同意
■教育委員会委員に大塚崇行氏■固定資産評価審査委員会委員に今村公宜氏・根岸新作氏

　固定資産評価審査委員会委員・今村公宜氏が令和2年9月
30日で任期満了となるため、同氏を再び選任することにつ
いて同意を求められ、全会一致で同意しました。また、固定
資産評価審査委員会委員・北川和孝氏が令和2年9月30日で
任期満了となるため、後任として根岸新作氏を選任すること
について同意を求められ、全会一致で同意しました。

　教育委員会委員・大塚崇行氏が
令和２年９月30日で任期満了とな
るため、同氏を再び任命すること
について同意を求められ、全会一
致で同意しました。

■監査委員に大山一夫氏
　監査委員・小林二三男氏が
令和２年９月30日をもって
退職するため、後任として大
山一夫氏を選任することに
ついて同意を求められ、全会
一致で同意しました。

いまむらきみのり ねぎししんさく おおつかたかゆき おおやまかずお
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平
成
31
年
度
決
算
審
査

平
成
31
年
度
決
算
審
査

議
会
か
ら
４
項
目
を
市
に
提
言

 

〜
次
年
度
予
算
に
向
け
て
〜

９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
な
ど
６
会
計
に

つ
い
て
審
査
し
、
い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
平
成
31
年
度
決
算
の

結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
生
か
す
た
め
、
各
委
員
が
全
会
一
致
で
合
意
し
た

４
項
目
を
「
提
言
書
」
と
し
て
ま
と
め
、
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

提　言　書提　言　書提　言　書提　言　書

賛
成

共産党▶一般会計歳入歳出決算について
は、個人情報の流出などの懸念があるマイ
ナンバー関連事業、特定の団体に必要以
上に補助金などを支給している同和対策
事業、国・県の学力テストの他に市独自の
テストを続けている教育費は認定でき
ない。また、国民健康保険特別会計は、暮
らしを圧迫する保険料の引き上げが実施
され、認定できない。
無会派（秋山）▶一般会計歳入歳出決算
については、工事関連の事業費は金額が
大きいことから、費用対効果をしっかり検証
し、なるべく節約してほしい。住民サービス
が削られることがないよう、市民福祉に関
して少しでも予算を付けてもらいたい。

政策・市民の声▶6会計ともそれぞれの目
的に沿って適正な予算が執行されたもの
であると考える。また、平成31年度決算の
結果を踏まえ、令和３年度の予算編成に生
かすための提言が、決算特別委員会の全
会一致で取りまとめられたことを高く評価
する。
彩の会▶一般会計歳入歳出決算について
は、市民福祉に資する施策の展開、事業の
執行がなされたものと評価する。また、水道
事業会計は、厳しい経営状況の中、東部浄
水場更新事業、配水管耐震化へ取り組み
つつ、前年度より資金残高を増やし、経営
基盤強化も進めていることから、適正な事
業運営がなされたものと認められる。

1   多様な財源の確保について
•今後の歳出のさらなる増加が見込まれる中で、市民サービスの低下を招かな
いよう、政策的な財源の確保を求める。
•税外収入の拡大、国・県補助制度の積極的な活用、ＩＴ環境整備の加速による業
務効率の向上など、多様な財源確保のための施策を大局的な視点で進めること。
•国民健康保険出産費資金貸付基金及び国民健康保険高額療養費資金貸付
基金については、国の制度が拡充されたことから廃止すること。

2   防災・緊急体制の整備について
•近年被害が拡大している自然災害に対する対策費を充実させ共助・公助
を強化し、防災の基本である自助意識の高揚を図りつつ、コロナ禍での避
難所の対策、要配慮者に対する対策、市民への災害情報伝達、生活道路の
改善を進めること。
•また、市内で発生した災害への災害対策基金の活用を検討するとともに、
消防緊急通信指令システムの更新整備を行い、システムのバックアップを
含めた検討を行うこと。

•子どもの居場所づくりのため、放課後子ども教室の設置促進や子ども食
堂をはじめとした市民活動への支援拡充を行うこと。
•オンライン学習の体制を整備するとともに、家庭でも活用できる体制を
支援すること。

3   子どものための環境整備について

•公園の遊具・設備の老朽化が進む中で、利用者の安全を優先するための
撤去はやむを得ない部分もあるが、撤去が先行してしまい、そのあとの設
置・整備が十分進んでいない。公園施設の長寿命化計画については公園利
用者の年齢層の推移や遊具の耐用年数を鑑みた設置及び撤去をセットにし
た計画とすること。

4   市民が集う公園施設整備について

で
の

本
会
議

討
論 討

論

反
対

討
論
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一 般 質 問

ここが問題
そこが聞きたい

い
。
周
辺
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

事
業
区
間
の
中
間
地

点
に
交
差
点
が
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

市
道
の
拡
幅
整
備
を
平
成

30
年
度
に
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
県

や
周
辺
住
民
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
引
き
続
き
必

要
に
応
じ
た
安
全
対
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問問

第
二
産
業
道
路
の
工

事
の
進
捗
は
い
か
が
か
。

事
業
主
体
で
あ
る
埼

玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
２
年
７
月
末
現
在
の

用
地
買
収
率
に
つ
い
て

は
、98
・６
%
ま
で
到
達
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
整
備
区
間
９

０
０
メ
ー
ト
ル
中
４
６
０

メ
ー
ト
ル
区
間
が
完
了

し
、
令
和
２
年
度
は
２
１

０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
整
備

と
、
横
断
歩
道
橋
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
の
着
手

か
ら
、
３
年
で
約
半
分
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
横
断
歩
道

橋
の
整
備
な
ど
も
、
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た

答

答

問

問

問 答答 女
性
活
躍
推
進
と
女
性
の

　
　
視
点
を
生
か
し
た
街
づ
く
り

9月定例会の一般質問は、9月23・24・25・
28・29日の5日間行われ、24人の議員が市政
全般73項目にわたって市当局の見解を求めま
した。各議員の一般質問の中から一部を掲載
しました。詳細は市議会のホームページをご
覧ください（11月下旬公開）。なお、本定例会
では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、傍聴については自粛をお願いし
実施いたしました。

答

星野良行
（彩の会）

前島るり
（公明党
上尾市議団）

女
性
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
が
強
く
望
ま

れ
る
防
災
会
議
で
女
性
委

員
の
比
率
が
増
加
し
な
い

理
由
は
。

災
害
対
策
に
女
性
の

視
点
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。引
き
続
き
選

出
先
団
体
に
、積
極
的
な
女

性
委
員
の
推
薦
を
依
頼
し

て
い
く
。

子
育
て
マ
マ
の
活
躍

や
女
性
の
プ
チ
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
援
す
る
取
り
組
み
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、そ

の
内
容
は
。

市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
上
尾
駅
自
由
通
路
で
、

駅
ナ
カ
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
て
い
る
。女
性
起
業
家
た

ち
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
な

ど
の
販
売
を
通
し
、働
く
女

性
を
後
押
し
す
る
取
り
組

み
が
定
着
し
て
い
る
。

女
性
が
元
気
な
こ
と

は
街
が
元
気
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。昼
間
、上
尾
の
街

で
、ラ
ン
チ
や
買
物
を
楽
し

む
の
も
圧
倒
的
に
女
性
が

多
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
、よ
り
女
性
の
視
点
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、市
の

見
解
と
具
体
的
な
方
針
は
。

街
づ
く
り
に
お
け
る

女
性
の
役
割
は
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。女
性
の
視
点
や

意
見
が
適
切
に
踏
ま
え
ら

れ
て
い
る
か
な
ど
の
視
点

を
持
っ
て
、快
適
で
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

原
市
地
区
の
道
路
整
備
の
進
捗
は

し
ん
ち
ょ
く

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
令
和
３
年
度
行
財
政
３

　
か
年
実
施
計
画
お
よ
び

　
予
算
編
成
方
針

　

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
の
利
用
し
や
す
い

　
公
民
館
・
支
所

●
国
の
奨
学
金
利
息
補
助

　
で
若
者
支
援
と
定
住
促

　
進

●
乳
が
ん
検
診
の
推
進
と

　
無
料
検
診
年
齢
の
引
き

　
下
げ

AGEO CITYNo.196令和２年 12 月号 /議会だより

整備区間の起点付近（上尾環状線側）
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
丸
山
公
園
小
動
物
コ
ー

　
ナ
ー
と
自
然
学
習
館

●
道
路
冠
水

●
特
別
定
額
給
付
金

AGEO CITY No.196令和２年 12 月号 / 議会だより

る
。
市
で
は
遺
族
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
死

亡
後
の
手
続
き
案
内
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
市
役
所

で
行
う
主
な
手
続
き
と
市

役
所
以
外
で
行
う
手
続
き

に
つ
い
て
掲
載
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

現
在
、市
で
行
っ
て
い

る
終
活
支
援
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

高
齢
者
が
医
療
と
介

護
の
連
携
し
た
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、「
わ
た
し
ノ
ー
ト
」を

作
製
し
た
。
こ
れ
は
既
往

症
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
、
延
命
治
療
の
意

向
な
ど
を
記
入
す
る
も
の

で
、
終
活
フ
ェ
ア
で
紹
介

し
、参
加
者
に
配
付
し
た
。

認
し
た
上
で
必
要
に
応
じ

た
浸
水
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

近
年
の
台
風
被
害
で

貝
殻
樋
管
付
近
も
出
水
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

内
水
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
体

制
を
整
え
る
必
要
性
を
感

じ
る
が
、
見
解
は
。

荒
川
の
水
位
上
昇
で

貝
殻
樋
管
が
長
時
間
閉
鎖

さ
れ
た
場
合
、
流
域
の
内

水
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

荒
川
堤
防
や
荒
川
調
節
池

の
具
体
的
な
計
画
が
提
示

さ
れ
た
段
階
で
、
ポ
ン
プ

設
備
な
ど
を
含
め
た
内
水

被
害
対
策
に
つ
い
て
、
荒

川
上
流
河
川
事
務
所
と
協

議
、
検
討
し
て
い
く
。

昨
年
２
月
よ
り
、
防

災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ

ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
に
情
報

収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
気
軽

に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
を
求

め
る
が
見
解
は
。

電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体

の
実
施
状
況
や
本
市
で
の

利
用
件
数
を
考
慮
し
、
研

究
し
て
い
く
。

荒
川
堤
防
整
備
が
完

了
す
る
ま
で
住
民
の
不
安

や
心
配
は
尽
き
な
い
。
無

堤
防
区
間
の
浸
水
対
策
と

し
て
、
土
の
う
を
積
む
な

ど
の
仮
の
措
置
を
求
め
る

声
が
あ
っ
た
。
対
策
に
つ

い
て
見
解
は
。

土
の
う
の
設
置
な
ど

に
つ
い
て
は
、
現
地
を
確

市
民
の
方
が
亡
く
な

っ
た
際
の
手
続
き
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
窓
口

は
、
平
成
28
年
度
に
大
分

県
別
府
市
が
設
置
し
た
の

を
皮
切
り
に
、平
成
30
年
度

に
は
６
自
治
体
、令
和
元

年
度
に
は
16
自
治
体
が
設

置
し
、本
年
度
も
多
く
の
自

治
体
で
設
置
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
窓
口
、

い
わ
ゆ
る
「
お
悔
や
み
コ

ー
ナ
ー
」の
創
設
は
、市
民
、

遺
族
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
見
解
は
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
導
入
し
た
自
治
体
の
事

例
や
効
果
な
ど
を
確
認
す

る
と
、市
民
、遺
族
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
と
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
窓
口
設
置
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

問

問答

答 お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
に
よ
る

　
　

市
民
の
手
続
き
負
担
の
軽
減
を

問

問

問 答答

答

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

　
　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実

　
現
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促

　
進

●
市
民
が
よ
り
使
い
や
す

　
い
ぐ
る
っ
と
く
ん
の
実

　
現
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削

　
減
に
向
け
た
市
の
取
り

　
組
み

●
こ
れ
か
ら
の
単
身
高
齢

　
者
の
安
心
見
守
り
事
業

●
歩
き
ス
マ
ホ
禁
止
条
例

　
制
定

戸野部直乃
（公明党
上尾市議団）

ー
ル
ス
に
有
効
と
考
え
る

が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

S
N
S
の
即
時
性
や

拡
散
性
は
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
に
有
効
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
発
信
す
る
他
、

災
害
時
の
情
報
提
供
に
も

有
効
な
こ
と
か
ら
、
今
後

も
多
方
面
で
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
。

市
の
自
治
体
広
告
の

2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
9

年
ま
で
の
効
果
額
、成
果
、

課
題
と
対
策
は
。

広
告
掲
載
の
５
年
間

の
効
果
額
は
、
６
２
４
４

万
９
０
０
０
円
で
、
毎
年

度
一
定
の
自
主
財
源
を
確

保
し
て
い
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
さ
ら
な

る
自
主
財
源
の
確
保
が
必

要
な
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

「
広
報
あ
げ
お
」
の
役
割

分
担
は
。

「
広
報
あ
げ
お
」
は

誌
面
に
限
り
が
あ
り
、
情

報
を
厳
選
す
る
必
要
が
あ

る
が
、全
戸
配
布
の
た
め
、

確
実
に
情
報
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
る
。一
方
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
即
時

性
や
情
報
量
に
つ
い
て
優

れ
て
お
り
、
広
く
市
を
P

R
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
は
S
N
S
の
特
性

で
あ
る
双
方
向
性
、
拡
散

性
を
活
用
し
て
い
る
か
。

上
尾
市
公
式
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
運
用
ポ
リ

シ
ー
で
は
、
情
報
提
供
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
発
信

の
み
で
、
双
方
向
で
の
運

用
は
行
っ
て
い
な
い
。

S
N
S
は
シ
テ
ィ
セ

問問 問

問

答答

答 答

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
を

浦和三郎
（政策・
市民の声）

井上智則
（公明党
上尾市議団）
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症

●
新
環
境
セ
ン
タ
ー

屋
内
50
メ
ー
ト
ル
プ

ー
ル
の
誘
致
に
つ
い
て
、

周
辺
道
路
の
ア
ク
セ
ス
環

境
的
に
も
、
他
市
の
候
補

地
よ
り
条
件
の
良
い
と
思

わ
れ
る
さ
い
た
ま
水
上
公

園
内
に
ぜ
ひ
建
設
を
と
考

え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

本
市
に
は
、
上
尾
運

動
公
園
や
さ
い
た
ま
水
上

公
園
エ
リ
ア
を
中
心
に
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
集
積

し
て
い
る
。
当
該
エ
リ
ア

に
屋
内
50
メ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
科
学

拠
点
施
設
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
県
内
に

お
い
て
有
数
の
総
合
ス
ポ

ー
ツ
拠
点
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
本
市
の
み
な
ら
ず
、

県
央
地
域
の
活
性
化
に
も

資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

誘
致
に
対
す
る
市
長

の
考
え
は
。

本
年
３
月
26
日
に
県

知
事
、
県
議
会
議
長
に
対

し
、
上
尾
市
へ
の
整
備
を

要
望
し
、８
月
27
日
に
は
、

上
尾
市
へ
の
誘
致
に
賛
同

し
た
鴻
巣
市
、
桶
川
市
、

北
本
市
、伊
奈
町
の
市
長
、

町
長
、
議
会
正
副
議
長
、

県
議
会
議
員
ら
と
と
も

に
、
県
知
事
、
県
議
会
議

長
に
改
め
て
上
尾
市
へ
の

整
備
に
つ
い
て
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内
に

こ
れ
ら
の
施
設
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
エ
リ
ア
と
し

て
、
さ
ら
な
る
利
便
性
が

図
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町

関
係
者
と
と
も
に
、
誘
致

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
活
動
し
て
い
く
。

問問

例
を
研
究
し
て
い
く
。
全

国
的
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
、山
間
部
が
多
い
。

本
市
の
児
童
の
通
学
距
離

は
、
文
部
科
学
省
が
示
す

手
引
き
で
適
切
な
通
学
条

件
と
さ
れ
る
範
囲
内
で
あ

る
た
め
、
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
教
育
へ

の
教
育
長
の
見
解
は
。

令
和
４
年
度
か
ら
成

年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
保
護
者
の
同
意

を
得
ず
に
有
効
な
契
約
が

で
き
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
教
育
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
で
生
き
抜
く

資
質
、能
力
を
身
に
付
け
、

正
し
い
判
断
と
意
思
決
定

が
で
き
る
児
童
生
徒
の
育

成
に
努
め
て
い
く
。

道下文男
（公明党
上尾市議団）

大
石
小
学
校
に
藤
波

地
区
か
ら
通
う
児
童
は
、通

学
に
１
時
間
以
上
要
し
て

お
り
、時
間
も
、体
力
も
消

耗
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
の
認
識
は
。

交
通
安
全
や
防
犯
上

の
観
点
か
ら
、
児
童
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
藤
波
地
区
で

は
、
登
下
校
に
時
間
が
か

か
る
な
ど
の
他
、
歩
道
整

備
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

事
故
が
多
発
し
、不
審

者
が
出
没
す
る
危
険
箇
所

は
、長
年
の
懸
案
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
、
設
置
場
所
な
ど
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
地
域
の

実
情
や
先
進
自
治
体
の
事

問問 答答

答

通
学
路
の
安
全
対
策
と

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
教
育
の
取
り
組
み
を

こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

　
　
　

18
歳
ま
で
拡
大
に
つ
い
て

答

答

屋
内
５
０
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　

誘
致
す
る
た
め
に

本
市
で
通
院
、
入
院

別
に
18
歳
ま
で
無
償
化
し

た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金

額
は
。18

歳
ま
で
対
象
年
齢

を
拡
大
し
た
場
合
、
通
院

が
約
１
億
２
７
０
０
万

円
、
入
院
が
約
７
０
０
万

円
、合
計
約
１
億
３
４
０

０
万
円
か
か
る
と
試
算
し

て
い
る
。

入
院
費
だ
け
で
も
先

行
し
て
18
歳
ま
で
助
成
を

行
う
な
ど
、
段
階
的
に
助

成
を
行
う
検
討
も
含
め
た

本
市
の
今
後
の
方
針
は
。

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、あ
げ
お
版
ネ
ウ
ボ
ラ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

推
進
し
て
お
り
、現
時
点
で

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
範

囲
を
拡
大
す
る
予
定
は
な

い
。 問問

本
市
の
こ
ど
も
医
療

費
助
成
の
現
状
は
。

対
象
年
齢
は
、
０
歳

か
ら
15
歳
の
年
度
末
ま
で

で
あ
る
。
４
月
１
日
現
在

で
、
約
２
万
５
０
０
０
人

の
子
ど
も
が
対
象
で
、
昨

年
度
の
決
算
額
は
約
７
億

２
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

自
治
体
に
よ
っ
て
助

成
対
象
の
年
齢
が
違
う
こ

と
に
つ
い
て
、
近
隣
の
市

町
村
や
県
内
の
状
況
は
。

隣
接
す
る
桶
川
市
や

伊
奈
町
は
18
歳
ま
で
、さ
い

た
ま
市
や
川
越
市
は
15
歳

ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
。埼
玉
県
内
で
は
、63
市

町
村
の
内
、23
市
町
村
が
入

院
、通
院
と
も
18
歳
ま
で
、

５
市
町
が
入
院
の
み
18
歳

ま
で
、
35
市
町
が
入
院
、通

院
と
も
に
15
歳
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
る
。

問問 答答

答答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困

　
窮
者
支
援

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介

　
護
事
業
所
運
営

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
市
内
公
園
、広
場

●
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

　
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
の
向
上

問

樋口　敦
（政策・
市民の声）

渡辺綱一
（上尾同志会）
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つ
か
な
い
場
合
は
、
総
務

課
が
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

他
自
治
体
で
は
、
公

文
書
管
理
条
例
を
制
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、上
尾
市
に
お
い
て
は
、

公
文
書
管
理
条
例
を
策
定

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

公
文
書
の
管
理
や
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
上

尾
市
文
書
取
扱
規
程
や
文

書
の
作
成
に
関
す
る
指
針

の
趣
旨
が
、
研
修
や
通
知

な
ど
に
よ
り
組
織
全
体
に

浸
透
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、

条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
の
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
研
究
し
て

い
く
。

わ
っ
て
い
く
か
。

上
尾
市
文
書
取
扱
規

程
や
文
書
の
作
成
に
関
す

る
指
針
の
趣
旨
が
組
織
全

体
に
徹
底
さ
れ
る
よ
う
職

員
研
修
で
取
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
文
書
作
成
の
実

態
の
把
握
や
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
全
庁
へ
の
通
知
の

発
出
な
ど
を
通
じ
て
、
作

成
さ
れ
る
べ
き
文
書
が
確

実
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
、
し
っ
か
り

と
指
導
し
て
い
く
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
問
題
で

は
、
上
司
で
あ
る
市
長
へ

の
報
告
が
な
か
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
長
は
、
日

頃
か
ら
職
員
に
対
し
、
報

告
・
連
絡
・
相
談
の
指
示

を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
、

職
員
が
市
長
の
指
示
に
従

わ
な
か
っ
た
の
か
。

日
頃
か
ら
、
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
幹
部
職
員

に
対
し
、
報
告
・
連
絡
・

相
談
を
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

図
書
館
に
関
す
る
裁

判
は
、
島
村
前
市
長
の
時

代
に
始
ま
っ
て
い
る
。
公

正
、
公
平
な
政
治
を
公
約

と
し
た
畠
山
市
長
は
、
原

告
側
の
請
求
を
認
め
、
裁

判
を
や
め
る
と
い
う
選
択

肢
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

当
該
訴
訟
で
は
、
市

は
被
告
の
立
場
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
訴
訟
の
対
応

を
し
て
い
る
。
市
が
行
う

売
買
補
償
は
、
適
正
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。公
正
、

公
平
に
対
処
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
の

判
断
を
仰
ぎ
た
い
。

裁
判
の
中
で
、
市
の

文
書
管
理
に
問
題
が
あ
る

と
感
じ
ら
れ
た
が
、
全
職

員
に
文
書
管
理
を
適
正
に

行
わ
せ
る
た
め
、
副
市
長

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
関

公
文
書
に
つ
い
て
、

職
員
が
使
用
し
た
メ
ー
ル

は
公
文
書
と
な
る
か
。

職
員
が
職
務
上
作
成

し
、
ま
た
は
取
得
し
た
電

子
メ
ー
ル
で
あ
っ
て
、
組

織
的
に
用
い
る
も
の
と
し

て
保
有
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
公
文
書
に
該

当
す
る
も
の
と
考
え
る
。

保
存
年
限
の
種
類
と

そ
の
妥
当
性
は
。

保
存
年
限
に
つ
い
て

は
、
上
尾
市
文
書
取
扱
規

程
で
定
め
る
基
準
に
基
づ

き
、
資
料
な
ど
保
管
の
必

要
の
な
い
文
書
を
除
き
、

11
年
以
上
、
10
年
、
５
年
、

３
年
、
１
年
と
、
重
要
度

に
応
じ
、
定
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
原
則
と
し
て

各
所
属
長
が
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
各
所

属
で
保
存
年
限
の
判
断
が

問問

問

答答

答

公
文
書
の
適
正
な
取
り
扱
い
の

　
　
　
　
　
　
仕
組
み
づ
く
り
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
追
わ
れ
る
学
校
へ
さ
ら
な
る
支
援
を

問

問

問 答

答答

図
書
館
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
問
題
か
ら

　
　
　
　
　
上
尾
市
政
を
考
え
る

鈴木　茂
（政策・
市民の声）

学
校
の
廊
下
な
ど
の

手
洗
い
場
を
一
般
的
な
１

０
０
ボ
ル
ト
タ
イ
プ
の
自

動
水
栓
と
す
る
場
合
、
電

源
確
保
な
ど
の
工
事
や
、

既
設
の
手
洗
い
場
の
改
修

な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
大

き
な
費
用
が
か
か
る
見
込

み
で
あ
る
。
な
お
、
簡
易

な
方
法
と
し
て
、
乾
電
池

一
体
タ
イ
プ
の
自
動
水
栓

が
あ
る
が
、
水
栓
１
口
当

た
り
約
５
万
円
の
交
換
費

用
が
か
か
り
、
乾
電
池
の

寿
命
は
約
２
年
で
あ
る
。

自
動
水
栓
化
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
症
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
の
状
況
を
見

極
め
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
に
伴
う
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
応
に
努
め
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
生

が
生
活
苦
に
陥
っ
て
い
る

と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

学
生
支
援
の
意
味
で
も
、

そ
う
い
っ
た
学
生
の
力
を

借
り
て
、
学
級
支
援
員
を

増
員
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

学
級
支
援
員
に
つ
い

て
は
、
６
月
の
補
正
予
算

で
33
人
増
員
し
、
学
生
も

含
め
、
幅
広
く
募
集
を
行

い
、配
置
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
材
確

保
が
難
し
く
、
欠
員
が
生

じ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な

る
増
員
は
困
難
な
状
況
で

あ
る
。新

し
い
生
活
様
式

で
、
手
洗
い
の
自
動
水
栓

化
が
全
国
で
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
一
カ
所
自

動
水
栓
化
す
る
の
に
か
か

る
費
用
は
。

問問

問答

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
子
ど
も
若
者
支
援

●
契
約

井上　茂
（政策・
市民の声）

荒川昌佑
（政策・
市民の声）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
に
信
頼
さ
れ
職
員

　
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け

　
る
上
尾
市
を

●
市
民
の
足
の
確
保

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事

　
業
の
実
施
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問答

問

生
活
保
護
受
給
世
帯

に
つ
い
て
、
上
尾
市
に
お

け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１

人
当
た
り
の
担
当
数
は
。

令
和
２
年
８
月
末
現

在
、
１
人
当
た
り
94
・
５

世
帯
で
あ
る
。

国
か
ら
の
指
針
で
は

80
世
帯
増
す
ご
と
に
１

人
増
員
す
る
と
し
て
い
る

が
、
現
状
の
人
数
は
適
切

で
あ
る
と
考
え
る
か
。

定
員
管
理
上
適
切
に

配
置
し
て
い
る
。
今
後
も

市
全
体
の
定
員
枠
の
中
で

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
数

の
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
支
援
や

自
殺
対
策
に
お
い
て
体
制

の
強
化
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
。

職
員
の
兼
務
や
会
計

年
度
任
用
職
員
の
採
用
な

ど
を
含
め
た
弾
力
的
な
人

員
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、

民
間
活
力
の
活
用
や
市
民

協
働
に
よ
り
柔
軟
な
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

民
間
活
力
の
活
用
の

例
と
し
て
子
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
の
情
報
提
供

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
な
ど
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

支
援
課
お
よ
び
生
活
支
援

課
の
窓
口
な
ど
で
必
要
な

世
帯
に
対
し
適
宜
紹
介
し

て
い
る
。
今
後
は
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
関
係
課
と
連

携
し
て
、
情
報
提
供
を
し

て
い
く
。

答 問

問

答答答 問

海老原直矢
（政策・
市民の声）

問

小
さ
く
生
ま
れ
た
子

ど
も
と
、
そ
の
保
護
者
へ

の
ケ
ア
に
関
す
る
市
の
取

り
組
み
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
地

区
担
当
保
健
師
が
医
療
機

関
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
５

０
０
グ
ラ
ム
未
満
で
生
ま

れ
た
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た
事
業

と
し
て
、
未
熟
児
の
つ
ど

い
「
の
び
の
び
キ
ッ
ズ
」

を
東
保
健
セ
ン
タ
ー
で
年

２
回
開
催
し
、
保
健
師
や

栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

や
、
参
加
者
同
士
の
交
流

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

静
岡
県
で
は
「
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
と
い
う
、
小
さ
く
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
た
め
の

母
子
手
帳
を
配
布
し
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
市
の
見
解
は
。

医
療
機
関
が
入
院
中

の
様
子
を
記
入
で
き
、
成

長
発
達
に
つ
い
て
個
人
差

を
考
慮
し
た
記
録
項
目
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、

先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

障
害
認
定
に
は
至
ら

な
い
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
つ
子
ど
も
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

保
護
者
の
心
理
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も

の
状
態
や
成
長
に
応
じ
た

療
育
や
保
健
医
療
の
給
付

制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
、
適
切
な
機
関
に
つ
な

ぐ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問問

悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　  

サ
ポ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

答 答

答

問

待
さ
れ
る
。
売
上
回
復
支

援
金
一
律
５
万
円
支
給
は

当
初
想
定
の
６
３
０
０
件

に
対
し
、
受
付
件
数
は
６

２
８
９
件
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
は
、
売
上
回
復
に

向
け
た
専
門
的
な
経
営
支

援
の
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
。

事
業
者
支
援
に
対
す

る
副
市
長
の
今
後
の
方

針
、
見
解
は
。

事
業
者
が
、
未
曽
有

の
困
難
、
難
局
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

下
、
市
民
に
と
っ
て
身
近

な
個
人
商
店
、
中
小
企
業

に
対
す
る
上
尾
市
独
自
の

支
援
策
（
あ
げ
お
グ
ル
メ

応
援
お
食
事
券
、
売
上
回

復
支
援
金
一
律
５
万
円
支

給
）
お
よ
び
事
業
者
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回
答
数
１
５
６

２
社
）
の
調
査
結
果
の
内

容
は
。あ

げ
お
グ
ル
メ
応
援

お
食
事
券
は
、
１
０
０
０

円
で
お
食
事
券
を
販
売
し

３
０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム

分
を
付
加
し
、
１
３
０
０

円
分
の
お
食
事
券
と
し
て

使
用
で
き
、
９
月
18
日
現

在
で
１
３
５
店
舗
の
利
用

店
舗
登
録
が
あ
り
、
６
月

と
７
月
に
計
２
万
３
０
０

０
枚
を
発
行
し
（
完
売
）、

総
額
２
９
９
０
万
円
の
経

済
効
果
が
飲
食
市
場
に
期

答

田島　純
（上尾同志会）

津田賢伯
（無会派）

問

生
活
困
窮
者
支
援
の
体
制
強
化
を

あげおグルメ応援お食事券

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
街
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
上
尾
市
内
の
熱
中
症

●
上
尾
市
内
の
テ
レ
ワ
ー

　
ク
普
及

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市

　
政
運
営

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
労
働
行
政

●
犯
罪
被
害
者
支
援

●
自
然
環
境
・
生
活
環
境

●
市
民
活
動
支
援・Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
支
援

上
尾
市
独
自
の
個
人
商
店
・

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て



12

AGEO CITY No.196令和２年 12 月号 / 議会だより

延
び
る
緑
丘
南
線
は
、
突

き
当
た
り
の
交
差
点
に
な

っ
て
お
り
、
第
二
産
業
道

路
が
上
平
方
面
に
延
伸
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
交
通
量
が
増
加

し
、
渋
滞
や
事
故
が
発
生

す
る
な
ど
、
周
辺
の
生
活

環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
。
緑
丘
南

線
の
第
二
産
業
道
路
予
定

地
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

緑
丘
南
線
の
延
伸
計

画
を
進
め
る
に
は
、
本
構

想
路
線
の
受
け
皿
と
な
る

第
二
産
業
道
路
の
整
備
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
、
北
本
県
土
整
備
事
務

所
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
人
口
減
少
や
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
、交
通
需
要
、

費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
、

延
伸
路
線
の
必
要
性
を
研

究
し
、
配
置
な
ど
の
検
証

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

上
尾
丸
山
公
園
で

は
、
昨
年
12
月
に
、
池
の

水
質
改
善
を
目
的
に
外
来

生
物
駆
除
を
行
い
、
池
の

水
を
く
み
出
し
て
泥
を
さ

ら
い
、
天
日
干
し
を
す
る

「
か
い
ぼ
り
」
が
行
わ
れ

た
。
市
は
か
い
ぼ
り
後
に

本
年
４
月
１
日
か
ら
釣
り

禁
止
と
す
る
方
針
を
示
し

た
が
、
急
に
釣
り
禁
止
と

言
わ
れ
て
、
釣
り
を
楽
し

ん
で
い
た
方
か
ら
は
、
残

念
で
あ
り
悔
し
い
な
ど
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

釣
り
禁
止
に
つ
い
て
、

知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

情
報
発
信
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
が
、
現
在
で
も

知
ら
ず
に
釣
り
を
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

釣
り
行
為
を
禁
止
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
か
い
ぼ

り
事
業
の
前
に
公
園
利
用

者
に
周
知
す
べ
き
で
あ

る
。
上
尾
市
都
市
公
園
条

例
で
は
、
魚
類
の
捕
獲
、

殺
生
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
条
例
に
抵
触
し
て
い

る
と
後
で
市
は
気
づ
い
た

と
の
こ
と
だ
が
、
か
い
ぼ

り
の
検
証
期
間
後
は
そ
の

ま
ま
釣
り
を
禁
止
す
る
考

え
な
の
か
。

か
い
ぼ
り
の
検
証
結

果
や
市
民
の
意
見
を
参
考

に
検
討
す
る
。

第
二
産
業
道
路
は
、

主
要
幹
線
と
し
て
沿
道
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
緊
急
活
動

を
支
え
る
大
変
重
要
な
道

路
で
あ
る
。
現
在
市
内
で

は
、
県
道
上
尾
環
状
線
か

ら
県
道
上
尾
蓮
田
線
ま
で

の
９
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間

に
お
い
て
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
今
後
、
延
伸
計
画
は

あ
る
の
か
。

埼
玉
県
北
本
県
土
整

備
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
本
年
７
月
末
日
現

在
で
用
地
買
収
進
捗
率
が

98
・
６
％
、
工
事
進
捗
率

が
47
・
７
％
で
、
県
道
上

尾
蓮
田
線
よ
り
以
北
の
事

業
化
に
つ
い
て
は
未
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
上
尾
駅
東
口

交
差
点
か
ら
上
平
方
面
に

答

問

転
換
の
可
能
性
や
、
企
業

立
地
用
地
の
創
出
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
い
く
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
大
幅
な
見
直
し
に
よ

り
、
活
用
次
第
で
市
の
歳

入
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
の
早
期

実
施
に
向
け
て
の
見
解

は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
企
業
の
法
人
関
係

税
の
控
除
割
合
が
、
寄
附

額
の
６
割
か
ら
９
割
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
の

寄
附
意
欲
も
高
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
同
制
度
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
各
部
局

に
お
い
て
予
算
要
求
の
中

で
検
討
を
始
め
て
い
る
。

企
業
か
ら
の
寄
附
が
見
込

め
る
場
合
は
、
速
や
か
に

対
応
し
て
い
く
。

問問

答

市
民
・
利
用
者
が
主
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　

公
園
運
営
を

少
子
高
齢
化
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
支
援
事
業
や

対
策
に
よ
り
、
今
後
、
市

財
政
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
。
財
政
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
上
尾
道
路
沿
線
土
地

活
用
は
、
大
型
物
流
施
設

建
設
、
首
都
高
延
伸
計
画

事
業
化
に
よ
り
利
便
性
と

付
加
価
値
が
高
ま
り
財
政

向
上
も
期
待
さ
れ
る
。
一

方
、
無
秩
序
な
地
域
形
成

も
懸
念
さ
れ
る
が
今
後
の

土
地
活
用
の
見
解
は
。

企
業
の
立
地
は
、
税

収
面
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
は
、
農
用
地
区
域
を
除

き
周
辺
環
境
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
土
地
利
用

答 問

問答

答

問答

幹
線
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を

深山　孝
（上尾同志会）

佐藤恵理子
（無会派）

原田嘉明
（上尾同志会）

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
考
慮
し
た

　
　
　

市
政
運
営
〜
財
源
確
保
〜

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
危
機
管
理

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
行
財
政
課
題

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
　

●
来
庁
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
の
環
境
を

●
交
通

●
子
育
て
世
代
の
為
に

●
生
活
保
護
に
関
す
る
現

　
状

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
宣
言

し
ん
ち
ょ
く
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轟　信一
（日本共産党
上尾市議団）

70
歳
を
過
ぎ
る
と
、

半
数
の
方
が
難
聴
と
い
う

推
計
も
あ
る
。
高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。聴

覚
障
害
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
の
費
用
負
担
は
、

市
民
税
課
税
世
帯
の
方
は

補
装
具
基
準
額
の
１
割
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ

び
生
活
保
護
世
帯
の
方
の

自
己
負
担
は
な
い
。

補
助
制
度
の
周
知
方

法
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

障
害
福
祉
課
の
窓
口
で
、

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
全
般
に

つ
い
て
案
内
を
行
っ
て
い

る
。

補
聴
器
の
聞
こ
え
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
設
備
と
し

問問問

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
。
伊
奈
町
に
は
貸
し

出
し
用
の
移
動
式
ヒ
ア
リ

ン
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
桶

川
市
、
北
本
市
に
は
議
場

傍
聴
席
に
固
定
式
ヒ
ア
リ

ン
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
改
修
が
始
ま
る

が
、
固
定
式
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
設
置
の
計
画
は
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
平

成
30
年
全
国
厚
生
労
働
関

係
部
局
長
会
議
で
は
、
各

自
治
体
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
普
及
に
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
提
言
し
て

い
る
。
移
動
式
ヒ
ア
リ
ン

グ
ル
ー
プ
の
購
入
を
要
望

す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。

他
自
治
体
施
設
で
の

導
入
事
例
を
参
考
に
、
導

入
費
用
や
効
果
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

国
産
食
材
を
重
視
し

た
安
心
安
全
な
学
校
給
食

の
継
続
や
、消
費
税
改
正
、

物
資
価
格
の
上
昇
な
ど
を

考
慮
し
て
定
め
た
も
の
で

あ
る
。県

下
で
は
、
給
食
費

の
無
償
化
、
一
部
補
助
の

自
治
体
が
こ
の
３
年
で
倍

増
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
市
民
の
生
活
は
大
変
に

厳
し
い
状
況
の
中
、
上
尾

市
と
し
て
も
無
償
化
、
一

部
補
助
の
実
施
を
要
望
す

る
が
見
解
は
。

学
校
給
食
法
の
規
定

や
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
食
材
費
を
保
護
者
負

担
と
し
て
い
る
が
、
影
響

を
受
け
て
い
る
家
庭
へ
の

支
援
は
大
変
重
要
と
考
え

て
い
る
。

な
る
不
安
や
子
ど
も
た
ち

の
メ
ン
タ
ル
面
が
心
配
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

感
染
症
対
策
に
関
し

て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
従
い
予
防
対
策
を
徹

底
す
る
。ま
た
、メ
ン
タ
ル

面
の
対
策
は
、
年
度
内
か

ら
保
育
所
間
で
交
流
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が
相
互

に
親
交
を
深
め
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
は
。

子
ど
も
・
若
者
相
談

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た

件
数
は
、
本
年
１
月
か
ら

８
月
で
83
件
で
あ
る
。

相
談
が
あ
っ
た
保
護

者
へ
の
支
援
は
。

児
童
相
談
所
と
の
連

携
を
強
化
し
つ
つ
、
訪
問

や
電
話
で
育
児
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

「
学
校
給
食
は
教
育

の
一
環
で
あ
る
」
と
の
法

的
根
拠
は
。

昭
和
21
年
の
文
部
、厚

生
、
農
林
３
省
次
官
通
達

の
中
で
学
校
給
食
が
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
憲
法

お
よ
び
教
育
基
本
法
の
理

念
に
基
づ
き
学
校
給
食
法

が
制
定
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

平
成
26
年
に
消
費
税

が
５
％
か
ら
８
％
に
増
税

に
な
っ
た
際
に
、
上
尾
市

の
小
・
中
学
校
の
給
食
費

は
、
他
市
で
は
１
０
０
〜

２
０
０
円
の
値
上
げ
幅
が

多
か
っ
た
が
、
小
学
校
で

４
０
０
円
、
中
学
校
で
７

０
０
円
も
値
上
げ
し
た
。

県
下
で
小
学
校
は
２
位
、

中
学
校
は
１
位
の
高
額
と

な
っ
た
が
、そ
の
理
由
は
。

問

問

問 答

答答

問問

つ
く
し
学
園
は
、
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
が
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

に
開
園
し
て
い
た
の
か
。

３
月
初
め
か
ら
開
所

時
間
を
正
午
ま
で
に
短
縮

し
、
併
せ
て
給
食
も
中
止

し
て
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
行
い
運
営
し
て
き
た
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

は
、
密
を
避
け
る
た
め
に

分
散
登
園
を
実
施
し
な
が

ら
、
段
階
的
に
登
園
日
数

や
登
園
時
間
を
戻
し
、
給

食
も
再
開
し
、
現
在
は
平

常
ど
お
り
運
営
し
て
い

る
。

西
上
尾
第
二
保
育
所

が
耐
震
基
準
を
下
回
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
移
動
先

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
小

敷
谷
保
育
所
で
は
、
児
童

数
が
多
く
な
り
、
３
密
に

問問

答

答答答

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
が

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

答 答

答

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

　
　
　
　
　
一
部
補
償
の
実
現
を

池田達生
（日本共産党
上尾市議団）

戸口佐一
（日本共産党
上尾市議団）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
力
強
化
と
災
害
を

　
防
ぐ
た
め
に

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公

　
園
に

●
非
核
平
和
都
市
宣
言
都

　
市
と
し
て
の
取
り
組
み

●
文
化
財
保
護



私
の
地
元
の
上
町
で

は
、大
型
の
消
防
車
両
が
、

緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
旧

中
山
道
を
ス
ム
ー
ズ
に
走

行
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
と
い
う
声
を
伺
う
。

消
防
車
両
の
小
型
化
な
ど

で
改
善
は
で
き
な
い
か
。

必
要
な
資
機
材
の
積

載
荷
重
を
考
慮
す
る
と
、

小
型
化
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。な
お
、

今
年
度
更
新
予
定
の
は
し

ご
車
は
、
現
在
の
車
両
よ

り
小
型
化
さ
れ
て
い
る
。

他
市
の
状
況
を
参
考
に
、

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

救
急
要
請
が
同
じ
時

間
帯
に
重
な
り
、
市
内
の

救
急
車
が
同
時
間
帯
に
出

動
し
、
即
時
対
応
が
で
き

な
い
事
態
が
増
え
て
い

る
。
救
急
車
両
を
１
台
増

や
す
と
、
人
員
も
増
や
す

問問

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

仮
に
救
急
車
が
１
台

増
え
た
場
合
、
す
ぐ
に
人

員
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
こ
と
か
ら
、
関
係
部
署

と
調
整
を
重
ね
て
い
く
。

消
防
の
広
域
化
は
、

消
防
の
対
応
力
を
強
化

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
消
防
広
域
化
に
対

す
る
市
長
の
見
解
は
。

今
後
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
首
都
直
下
地
震
や
、

近
年
の
大
型
台
風
な
ど
の

大
規
模
な
自
然
災
害
、
さ

ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
消

防
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
消
防
の
広
域

化
は
、
消
防
力
を
強
化
す

る
上
で
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

民
が
し
っ
か
り
協
議
す
る

こ
と
が
必
要
だ
が
、
利
用

者
の
声
を
ど
う
反
映
し
た

の
か
。
ま
た
、
協
議
会
委

員
の
公
募
の
検
討
を
求
め

る
が
見
解
は
。

要
望
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
案
を
示
し

た
。
委
員
の
公
募
は
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
も
含

め
、
高
齢
者
や
子
育
て
世

代
な
ど
幅
広
い
人
の
交
通

手
段
と
し
て
市
民
の
足
を

確
保
・
保
障
す
る
こ
と
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

福
祉
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
資
源
の
活
用
も

図
り
な
が
ら
、
社
会
活
動

の
基
盤
と
な
る
地
域
公
共

交
通
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
、
全
市
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

タ―

の
体
制
は
。

７
月
14
日
か
ら
一
日

の
定
員
を
増
や
し
、
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
延
長
し

運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
９
月
14
日
か

ら
は
市
内
の
26
協
力
医
療

機
関
で
、
唾
液
に
よ
る
検

査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
年
４
、
５
月
の
市

内
医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト

件
数
は
。

医
科
レ
セ
プ
ト
件
数

を
前
年
度
の
同
時
期
と
比

較
す
る
と
、
約
２
割
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
機
関
の
負
担
軽

減
を
考
え
て
い
る
の
か
。

医
師
会
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託

料
の
見
直
し
、
看
護
職
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
を
県
に
要

望
す
る
た
め
、
埼
玉
県
市

長
会
に
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
。

市
民
は
ぐ
る
っ
と
く

ん
の
本
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
が
、

８
月
の
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
は
、
ど
ん

な
意
見
が
出
た
の
か
。

路
線
変
更
を
伴
う
再

編
は
、
中
長
期
的
な
視
点

で
時
間
を
か
け
て
慎
重
に

検
討
し
、
そ
の
裏
付
け
と

な
る
根
拠
を
整
理
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

８
月
の
会
議
で
出
さ

れ
た
案
で
は
、
瓦
葺
、
平

方
、
大
石
地
域
の
路
線
は

直
接
駅
に
行
か
ず
、
乗
り

換
え
や
乗
り
継
ぐ
想
定
で

あ
る
が
、
課
題
は
。

既
存
路
線
の
充
実
の

可
能
性
も
含
め
、
比
較
検

討
を
図
り
な
が
ら
課
題
を

検
証
し
て
い
く
。

行
政
、
事
業
者
、
住

問

問

問問 答

答答

答 も
っ
と
便
利
な
ぐ
る
っ
と
く
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
公
共
交
通
に

よ
り
早
く
、よ
り
強
く
、よ
り
効
率
的
な
、

　
　
　
　
　
消
防
・
救
急
体
制
の
構
築
を

新藤孝子
（日本共産党
上尾市議団）

問問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
で
、
低
迷

す
る
地
域
の
消
費
喚
起
を

促
す
取
り
組
み
と
し
て

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
」と「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
」
が
今
議
会
の
補

正
予
算
で
上
程
さ
れ
て
い

る
が
、
経
済
効
果
は
。

商
品
券
は
、
１
冊
１

万
３
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
９
万
冊
発
行
し
、
経

済
効
果
は
11
億
７
０
０
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、20

％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
率
と

し
、
原
資
と
し
て
６
０
０

０
万
円
を
設
定
し
、
仮

に
１
０
０
％
使
用
し
た
場

合
は
３
億
円
の
経
済
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
。

上
尾
市
医
師
会
の
運

営
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

答

答答答

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
命
と

　
　
　
　
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

答

答 答問

矢口豊人
（政策・
市民の声）

平田通子
（日本共産党
上尾市議団）

問問
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
豊
か
な
学
び
を
保
障
す

　
る
た
め
に

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
防
災
対
策

●
鳥
獣
対
策

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

　
る
社
会
保
障
の
充
実
を



市
民
生
活
の
変
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
市
政
運
営
を

減
ら
し
な
が
ら
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
ウ
ェ
ブ
予
約
の
推
進

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
情
報
提
供
な
ど
、

非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

イ
コ
ス
上
尾
も
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、

ど
の
よ
う
な
対
策
や
施
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

利
用
者
の
健
康
管
理

の
徹
底
や
、
設
備
の
消
毒

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
な
が
ら
運
営
し
て
い

る
。
感
染
症
の
拡
大
を
抑

え
な
が
ら
安
心
し
て
施
設

を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
各
施
設
の
屋
外
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
有
効
活
用
し

た
事
業
を
指
定
管
理
者
と

検
討
し
て
い
く
。

秋山かほる
（無会派）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
シ
ニ
ア
の
約
７
割
が

外
出
頻
度
や
社
会
と
の
関

わ
り
合
い
が
減
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
気
力
や
体

力
低
下
な
ど
の
悪
循
環
も

起
き
て
い
る
。
公
民
館
や

図
書
館
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
利
用
者
数
や
図
書
の

貸
し
出
し
数
が
減
っ
て
い

る
。
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら

な
い
よ
う
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
い
、
公
共

施
設
の
役
割
を
果
た
す
た

め
の
施
策
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
は
。

公
民
館
で
は
、
市
民

が
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
新
し
い
生
活

様
式
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
市
民
の
生
涯
学
習

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
図

書
館
で
は
感
染
リ
ス
ク
を

問答

答 問
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
施

　
設
の
民
間
委
託

もしていますこ なん 動活

　令和2年3月定例会において「政治倫理条例制定特別委員会」を設置し、これまでに委員会を
４回、調整会議を20回開催し、議員の政治倫理条例制定に向けて協議を行ってきました。9月
定例会最終日の本会議に委員会提出議案として上程され、全会一致で可決しました。なお、こ
の条例は、令和2年10月9日から施行しています。

　８月27日、上尾市をはじめ北本市、鴻巣市、桶川市、伊奈町の県央４市１町の議長・副議長およ
び首長らが県知事および県議会副議長に、「屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点施設の誘
致等に関する要望書」を手渡し、上尾運動公園・さいたま水上公園内への誘致を要望しました。市議
会としても上尾市への誘致について、引き続き要望活動を行っていきます。

上尾市議会議員政治倫理条例を制定上尾市議会議員政治倫理条例を制定

屋内50メートルプール誘致
などに関する要望書を提出
屋内50メートルプール誘致
などに関する要望書を提出

大野知事に要望書を手渡す畠山市長と県央４市1町の議長・副議長 県議会副議長と、県央４市1町の首長、議長・副議長、県央地域選出県議会議員

大室議長に条例案を手渡す浦和委員長と副委員長メンバー

条例の目的条例の目的
権限または地位の影響力を不正に行使して、自己ま
たは特定の者の利益を図ることのないよう議員倫理
に関する基準を定め、必要な措置を講ずることによ
り、公正で民主的な市政の発展に寄与すること。
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委員会活動 R２.７.16 ～ R２.11.15
12月定例会日程（案）

開会
質疑、委員会付託
委員会
（総務、都市整備消防）
委員会
（文教経済、健康福祉）

一般質問
閉会

12月１日
４日
７日

８日

21日
※開議時間は午前9時30分を予定
　しています。

　上尾市議会ではイン
ターネットを利用した議
会中継（ライブおよび録
画）を行っております。
　詳しくは、議会事務局
（☎775-9467）へお問い
合わせください。

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

矢口　 豊人
戸 口 佐 一
田 島　　純
轟　　信 一
井 上　智 則
樋 口　　敦
星 野 良 行
戸野部直乃

上尾市議会HPアドレス

議会報編集委員会

http://www.city.ageo. 
　  lg.jp/site/shigikai/

本紙は再生紙を使用しています。

　９月定例会最終日の10月５日、議員提出議案として意見書８件を提出し、７
件を可決しました。可決した意見書の件名と提出先は次のとおりです。

－意見書７件を原案可決－

月・日 案　　　　件委 員 会 名

総 務 常 任 委 員 会
8/19

９/７

10/5・11/9

7/16
7/28

8/20
9/8

11/10

9/4
9/10
9/11
9/14
9/15
9/16
9/17
9/18

文 教 経 済
常 任 委 員 会

政治倫理条例制定
特 別 委 員 会

議 会 改 革
特 別 委 員 会

決算特別委員会

議会運営委員会

・所管事務調査「上尾市の危機管理防災対策について（ＢＣＰ
の説明及び新ハザードマップに対する検討事項について）」

・９月定例会提出議案７件を審査

・所管事務調査「新型コロナウイルス対策について」
・９月定例会提出議案１件を審査
・所管事務調査「図書館のあり方について」
・所管事務調査「平方幼稚園の今後について」
・所管事務調査「市内公民館と図書館分館の現状について」

・所管事務調査「保育所及び学童保育所における新型コロナウイルスの対応について」
・所管事務調査「新型コロナウイルス感染症への対応(保
育所および学童保育所)に関する委員会要望について」

・所管事務調査「新型コロナウイルス感染症への対応・取り組みについて」
・９月定例会提出議案４件を審査、所管事務調査「新
型コロナウイルス感染症に関する要望（案）について」

・所管事務調査「子ども・子育て支援複合施設について」

・正副委員長の互選
・一般会計歳入および歳出（総務関係）について審査
・一般会計歳出（健康福祉）について審査
・一般会計歳出（教育、環境経済関係）について審査
・一般会計歳出（都市整備消防関係）、企業会計について審査
・財産に関する調書、特別会計について審査
・討論、採決、提言まとめ
・提言まとめ

・所管事務調査「まちづくりにおける公園整備について」
・９月定例会提出議案６件を審査
・所管事務調査「まちづくりにおける公園整備について」

・議会運営について協議（協議回数11回）

・委員長辞任及び正副委員長互選について
・政治倫理条例について

・特別委員会の設置
・今後の進め方について

・「あげお議会だよりNo.196」の内容について協議

都 市 整 備 消 防
常 任 委 員 会

7/30
9/8
10/6
10/29
11/10

8/5
9/7
10/28

8/4～11/13

8/25
9/9

10/5
10/28

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

議会報編集委員会

AGEO CITY No.196令和 2 年 12 月号 / 議会だより

10・11日、14～17日

『あげお議会だより』は、上尾市シルバー人材センターの戸別配布でお届けしています。
配布に関するお問い合わせは　TEL  779-5525  FAX  776-1074 まで。
『あげお議会だより』は、上尾市シルバー人材センターの戸別配布でお届けしています。
配布に関するお問い合わせは　TEL  779-5525  FAX  776-1074 まで。

◆緊急防災・減災事業債の期間延長等を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　農林水産大臣　国土交通大臣　国土強靭化担当、内閣府特命担当大臣（防災）　衆議院議長　参議院議長

◆大規模自然災害に備えた早急な治水対策を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　農林水産大臣　国土交通大臣　国土強靭化担当、内閣府特命担当大臣（防災）　衆議院議長　参議院議長

◆防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　農林水産大臣　国土交通大臣　国土強靭化担当、内閣府特命担当大臣（防災）　衆議院議長　参議院議長

◆北朝鮮による日本人拉致被害者の即時帰国と真相究明・再発防止を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　法務大臣　外務大臣　文部科学大臣　国土交通大臣　防衛大臣
内閣官房長官　国家公安委員会委員長　衆議院議長　参議院議長

◆地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　経済産業大臣　内閣官房長官　行政改革担当
デジタル改革担当　衆議院議長　参議院議長

◆子どもたちの学び、心身のケア、安心安全な教育環境を保障するために少人数学級の実施を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　衆議院議長　参議院議長

◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　経済産業大臣　内閣官房長官　まち・ひと・しごと創生担当　経済再生担当　衆議院議長　参議院議長　

12月定例会は、
12月１日（火）に
開会予定です。

＊
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	2020.12上尾市議会だより_P14.pdf
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